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Ⅰ．はじめに
　2020 年度の学習指導要領改訂により、小学
校の英語教育では、5、6 学年が現在の週 1 コ
マの活動型から週 2 コマの教科型へと変更さ
れ、3、4 学年で週 1 コマ程度の活動型が開始
される見通しとなっている。こうした小学校英
語教育における教科化と早期化を前に、課題は
山積している。特に、正式な教科となれば、今
でも一部行われているような外国語指導助手
（ALT）や外部講師への丸投げもできず、他教
科と同様に、担任教員が自律的に授業の立案、
実践、評価を行うことが必須となる。そのため
には、小学校教員の英語力および指導力の向上
が不可欠である。そこで本稿では、大学の教員
養成課程において対応すべき喫緊の課題を取り
上げ、具体的に検討する。
　2011 年度の外国語活動開始以来の改革を受
け、教員養成課程を持つ大学は、新学習指導要
領の内容を踏まえたカリキュラムによって養成
を行うことが求められる。2016 年 2 月、文部
科学省は、教職志望者が習得すべき内容をまと
めた「コア・カリキュラム」の試案を公表した
（詳細は文部科学省委託事業、東京学芸大学「英
語教員の英語力・指導力強化のための調査研究
事業」を参照）。学生に授業設計や指導技術の
基本を習得させることを目標としており、教員
養成を行う学部で導入するよう促す方針となっ
ている。第 2 節では、このコア・カリキュラム
試案を概観する。
　また、小学校の現場でも様々な取り組みが試
みられている。最近、筆者は岩手県内の複数の
公立小学校にて外国語活動を視察する機会を得
た。ALT 主導のもの、担任教員（HRT）と外
部講師などの日本人英語指導者（JTE）による
ティーム・ティーチングで行うもの、または小
学校教員と中学校英語教員が協同で行う乗り入
れ授業など、それぞれの学校の実情に合わせた
実践が行われている。小学校英語教育の新しい
ステージを目前に、どこの学校でもより良い方
法の模索が続けられている。第 3 節では、公立
小学校 3 校で観察された外国語活動の取り組み
の様子から、試案との関連で特に注目すべき点
を取り上げる。
　盛岡大学には、小学校教員養成課程だけでは
なく、児童英語教員養成課程も設置されている。
後者では、小学校と中学校英語科、両方の教員
免許状の取得が課程修了の一条件であり、英語
教育における小中接続について、双方の視点か
ら深く学ぶことができるようになっている。第
4 節では、現行の学習指導要領から次期学習指
導要領への移行、そしてコア・カリキュラム導
入を見据え、この児童英語教員養成課程におい
て、どのような教育を施すべきか、今後の進む
べき方向性を考える。
Ⅱ．コア・カリキュラム試案
　小学校教員養成コア・カリキュラムの試案で
は、学生が外国語活動および教科としての外国
語（英語）の授業ができるようになることを目
標に、実践的な指導力を養う「教職に関する科
目」と、英語運用能力を養う「教科に関する科
目」をそれぞれ 2 単位程度以上修得させるとし
ている。以下は、それぞれの目標と学習項目で
ある。
「教職に関する科目」
〈目標〉　 外国語活動・教科外国語（英語）の授
業を実践するための指導力を身に付ける。
〈学習項目〉
1． 現在の小学校外国語教育についての知識・
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理解
　（1） 外国語教育導入の経緯・現状、学習指導
要領（小学校、中・高等学校外国語科）
　（2）主教材（教科書やデジタル教材など）
　（3） 小・中・高等学校の英語教育における連
携と校種ごとに期待される役割
　（4） 多様な学校・児童のニーズへの対応の在
り方
2． 子どもの第二言語習得についての知識・理
解
ア．子どもの学び方の特徴の理解
　（1） 言語使用を通して言語習得へ、類推から
理解へ
　（2）音声に対する敏感さ
イ．ことばの学ばれ方の特徴
　（1） 国語科教育との連携によることばへの気
づき
　（2）意味内容重視
　（3）受信から発信、音声から文字へ
3．授業実践
ア．指導技術
　（1）英語での語りかけ方
　（2） 児童の発話の引き出し方・児童とのやり
とりの進め方
（3） 文字言語の与え方、読む活動・書く活動
への導き方
イ．授業づくり
　（1）題材の選定の仕方・教材開発の仕方
　（2） 年間指導計画・単元構成・1 時間の授業
構成・様々な活動・指導案作成の仕方、
短時間学習等の設定
　（3） ティーム・ティーチングによる指導の在
り方
　（4）教材・ICT の活用の仕方
　（5） CAN‒DO リスト形式の学習到達度目標
と評価の在り方
4．模擬授業
　（1）授業設計
　（2）授業準備
　（3）授業実施
　（4）振り返り
　（5）授業改善
　下線は筆者によるもので、拙稿で取り上げる
主な項目を示す。「教職に関する科目」は、本
学の児童英語教員養成課程では 2 科目 4 単位が
設けられ、必修となっている。この課程には、
小学校教員養成課程と中学校・高等学校英語科
教員養成課程の両方の学生がおり、後者の場合、
当科目の前に、中学校・高等学校の英語教育を
学ぶ「英語科教育法Ⅰ～Ⅳ」を履修する。その
ため、ここで挙げられている学習内容の中には
多少重複するものもある（例えば 1－（1）（3）
（4）、2－ア、イ（2）（3）、3－ア（1）、イ（1）
－（5）、4（1）－（5）など）。
「教科に関する科目」
〈目標〉　 外国語活動・教科外国語（英語）の授
業内容の背景などとなる専門的な知識・
技能などを修得し、英語運用力を身に付
ける。
〈学習項目〉
1．英語コミュニケーション
　（1）聞くこと
　（2）話すこと
　（3）読むこと
　（4）書くこと
　（5）技能統合型の活動
2．英語運用に必要な基本的な知識等
　（1）英語の基本的な音声の仕組み
　（2）音声・語彙・文法の基本的な知識
　（3）発音と綴りの関係
　（4）異文化交流
　（5）様々な国・地域の生活・習慣
　（6）マザーグース等・絵本・児童文学
　（7）第二言語習得理論の基礎
　「教科に関する科目」は、英語そのものの知
識や運用能力が主であるので、このコア・カリ
キュラムが導入されることによる影響は、取り
立てて大きくはない。とはいえ、中には中学校・
高等学校の教員養成課程でも十分養成されてい
るとはいえないものもある。教育現場において
も、例えば 2（1）音声の仕組みや、（3）フォニッ
クスを扱う機会は少ないようであるが、時間配
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分等の都合だけでなく、正しい知識を備えた教
員ばかりではないことも、その一因といえる。
改めて今回挙げられた項目の養成の必要性を認
識したい。
　英語音声の通じやすさ（intelligibility）には、
［l］［r］といった単音の正確さより、リズム、
アクセントなどのプロソディーの正確さが大き
く関与するといわれる。学習内容に音声の仕組
みの基本としてプロソディーが明記されたのは
適切といえよう。小学校教員養成ならではの学
習内容は、2（6）のマザーグース等・絵本・児
童文学である。子ども向けの文学に親しむこと
もねらいに含まれているであろうが、特にマ
ザーグースや絵本は、英語らしいリズムを習得
するのに最適な教材となる。また、教材研究も
兼ね、多読活動用の段階別読本（graded read-
ers）を扱うのも良い。児童英語教員養成課程
では、「英米の児童文学」という科目でこれら
の内容を学習することができるが、教職科目の
「児童英語教育法Ⅰ・Ⅱ」など、その他の科目
においても積極的に活用したい。
Ⅲ．現在の小学校外国語活動
　こうしたコア・カリキュラム案の中で本稿が
着目したいのは、教職に関する科目の「3．授
業実践」、そのうち特に「ア．指導技術」全般
と「イ．授業づくり（3）ティーム・ティーチ
ングによる指導の在り方」である。本節では、
小学生の発達段階に応じた授業を行い、中学校
での英語教育へスムーズに移行させるためには
どのような方法が有効か、公立小学校で行った
視察をもとに考える。
　筆者は、岩手県内にある公立小学校 3 校を訪
問し、5、6 学年の外国語活動を視察した。学
校により実施形態は異なり、いわゆる従来型の
ものもあれば、先進的な型を試みているところ
もある。それぞれの概要を以下に示す。（但し、
必ずしも毎回この形態で活動が行われているわ
けではないことをお断りしておく。）
「教職に関する科目」
学習項目 3．授業実践　ア．指導技術
（1）英語での語りかけ方
　中学校もしくは高等学校の授業でクラスルー
ム・イングリッシュが用いられる際、「Make 
pairs! はい、ペアを組んで。」「Do you have 
any questions? 質問ないですか？」というよう
に、英語による語りかけのすぐ後にその和訳が
続くことがある。こうすると、生徒は後続する
日本語を聞けば意味が分かるため、英語に注意
を払わなくなる恐れがある。指示を徹底させた
い場合や、特に強調したい内容の場合は、「英
語→日本語」でも「日本語のみ」でもなく、寧
ろ「英語のみ」で伝える方が生徒は注意深く聞
こうとする。
　今回参観した中で、ALTはもちろん、HRT、
JTE による英語の語りかけに和訳が続くこと
は殆どなかった。子ども達は、耳慣れない表現
であっても状況から意味を推測しようとする。
N 小学校の 5 年生のクラスで、教室の後ろの壁
表 1．公立小学校 3校における外国語活動の概要
学年 人数 使用教材 指導者 環境
S 小学校 5 30 Hi, friends! 1
Lesson5 What do you like?
T1：ALT
T2：HRT
特別教室
普通教室同様の机配置
N 小学校 5 15 Hi, friends! 1
Lesson5 What do you like? ほか
T1：HRT
T2：JTE
特別教室
机・椅子なし
6 27 Hi, friends! 2
Lesson5 Let’s go to Italy. ほか
T1：HRT
T2：JTE
特別教室
机・椅子なし
T 小学校 6 34 Hi, friends! 2
Lesson4 Turn right.
T1：HRT
T2：中学教員
T3：JTE
特別教室 2 室
ペア、グループごとの
机配置
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にある掲示物を使う活動があった。児童達は教
室後方を向き、HRT と JTE は黒板側、つまり
児童の背後から、Can you point to ～? などと
語りかける。その活動が終了し、児童に前を向
かせるため JTE が Look at us! と指示を出した
ところ、ある児童は初めて聞いたのか、「ルッ
カッタス？…ルッカッタス？」と教師の発話を
真似ながら、何だろうという表情をしていた。
その後、また別の場面で JTE が再び Look at 
us. というと、その児童は今度は音声と意味を
確かめ、得心したような口調で「ルッカッタス。」
と繰り返した。Look at us. が使われた 2 つの
場面から、その形式と意味を正しく結びつける
ことに成功したようである。このように、教員
の語りかけは、（言語・非言語）コンテクスト
を頼りに意味を推測させるようにしたい。例え
児童が 1 回目で理解できなくても、似たような
場面で繰り返し使われるのを聞くうちにやがて
気がつく。安易に日本語を与えることは、こと
ばへの気づきの機会を奪うことになる。
　英語での語りかけについて、コア・カリキュ
ラム（試案）の解説には、「授業で目標とする
英語表現を、子どもの興味・関心に合う内容と
結びつけて、ていねいに何回も、フルセンテン
スで語りかけることを目指す（p.188）」とある。
何回も繰り返すという点は上述した通りだが、
毎回フルセンテンスで新出表現を与えるのが良
いとも限らない。折り紙を前に What color do 
you want? と聞かれて戸惑う児童に対し、
What color? と文の一部のみを繰り返すことで
質問の意味がわかるようになることもある。ま
た、中学生が How many books do you have?
ではなく、*How many do you have books? と
いう目的格が 2 つに分裂した文を作ることがあ
る。（おそらく先行して習う Do you have any 
books? の影響であろう。）「How many～?」の
形式をいつもフルセンテンスで与えるより、
「How many＋名詞の複数形 ?」だけのインプッ
トもある方が、形式のかたまりを意味のかたま
りと結び付けやすくなる。先の誤文はこれがで
きていないのである。外国語活動の段階で文の
構造を分析・解説する必要も有効性もないが、
時折 What color?、How many books? といっ
たチャンクでのインプットを与え、「What col-
or / do you want?」、「How many books / do 
you have?」という意味の切れ目を暗示的に教
えることは、中学校での明示的学習へとスムー
ズな繋がりを作る。
　ところで、言語習得でインプットとアウト
プットが果たす役割については、研究者の間で
も様々な立場があるが（Krashen 1985、Swain 
1995、白井 2013 ほか）、学習者の発話を引き出
そうとする前に、理解可能なインプット（com-
prehensible input）が大量に必要あることは否
定できない。ところが、この「ア．指導技術」
で、インプットの与え方については、今見たよ
うに語りかけの方法のみで、どのようにしてイ
ンプット量を確保するかについての記述はない。
　「語りかける」ということは、大抵、児童に
それに応じたアウトプットを期待する。外国語
活動の主なねらいは、コミュニケーション能力
の素地を育てること、つまり積極的にコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を涵養すること
にある。その手段に外国語を選択したからには、
言語習得のプロセスを重視すべきである。つま
り、聞かれたら答え、自分からも相手に語りか
けるインタラクティブな活動をさせる前に、応
答が強制されない状況でのインプットを十分に
与えることは必須である。この沈黙期間（silent 
period）をできる限り確保することこそが「素
地」を作る。外国語活動は、コミュニケーショ
ンをとろうとする態度を育てることが目標であ
り、言語表現の定着を求めない。一方、その先
に繋がる中学校の英語科ではその定着を求める
わけであり、小中のスムーズな接続を目指すの
であれば、なおのこと小学校でのインプットの
与え方は重要視されるべきである。
　具体的な例としては、養成課程の学生には絵
本の読み聞かせ、手遊び、ストーリーテリング
などの手法を習得させることにより、質・量共
に適切なインプットを児童に与えられるように
したい。また、小さなことではあるが、T 小学
校では、授業内の活動の切れ目にチャンツを流
し、着席の合図にしていた。この日は Hi, 
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friends! 2 Lesson4 Turn right. の第 4 時（4/4）
で、ウォームアップに用いたチャンツ“Where 
is the station?”を、ペアワークなどの活動終
了の合図としても複数回使用している。
Station, station, where is the station?
Go straight, go straight.  Here is the station. 
Thank you!
Park, park, where is the park?
Go straight, go straight.  Here is the park.
Thank you!
School, school, where is the school?
Go straight, go straight.  Here is the school.  
Thank you!
活動が盛り上がっている中、教員が Time is 
up!、Go back to your seats! と大声で指示する
こともできるが、チャンツを流すと、気持ちの
切り替えが容易にできるだけでなく、その日の
ターゲット・センテンスを繰り返しインプット
する機会にもなり、一石二鳥である。一緒に口
ずさむ児童もいるものの、そのアウトプットを
求めることはしていない。チャンツにはプロソ
ディーが不自然なものもあり、選択に注意は要
するが、理解可能なインプットの量を増やすた
めには、このような方法も有効である。
（2） 児童の発話の引き出し方・児童とのやりと
りの進め方
　前項でも触れた沈黙期間は、特に子どもの学
習者に多く見られ、その長さについては様々な
見解があるが、一般的に ESL の環境で数週間
から数ヶ月続く。外国語活動を行う児童の場合
は EFL であるので、自発的なアウトプットが
行われるまでには、当然、より長い時間がかか
る。酒井（2014）の計算によると、平均で沈黙
期間が15.2日、その後、定型表現ならアウトプッ
トできるという慣用句期間（phrase period）
が5.5週間続くため、2020年度以降であっても、
決まり文句以外は殆ど話せない期間のうちに小
学校が終了するという。とすると、試案の解説
にある「自然な発話を引き出す（p.188）」ことは、
無理がある。
　しかし、この「自然な発話」を適切なコンテ
クストで定型表現が使えること、と狭義に捉え
ることもできる。N 小学校の外国語活動を参観
した日、6 学年は Hi, friends! 2 Lesson5 Let’s 
go to Italy. の授業をしていた。新出表現は
Where do you want to go?、I want to go to（国
名）. である。この授業の中で、目隠しをした
友人へどの国に行きたいか尋ね、その国旗のあ
る場所まで案内するという活動があった。以下
のやりとりは、その手順を示すために HRT が
目隠しをしてデモンストレーションをする際に
行われたものである。
 HRT： どこに行きたいか聞いて。
 Ss： Where do you want to go?
 HRT：  I want to go to Brazil.  連れて行って
ちょうだい。
 Ss：  Go straight!  Go straight!  Stop! 
Turn... left.  ここ、ここ！
 JET： It’s here.
 Ss： It’s here!
 HRT： Oh, thank you.
児童達は、すかさず以前学習した Lesson4 の
道案内の表現を使い、HRT を誘導することが
できた。本時の新出表現のみならず、既習表現
も使わせるように仕組んだ活動であるが、教員
はどの表現が使えるかは言及しない。あくまで
も児童達が既習表現の中からこの状況に合った
ものを即座に、そして適切に選んだのである。
HRT が児童に本活動の振り返りを促そうとし
たのが次である。
 HRT： これってすごいことなんだよ。今日
の勉強と…
 S1： 前のも一緒にやった。
 HRT： そうそう。
　HRT があらためて確認させるまでもなく、
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児童達は、新旧の学習事項を組み合わせ、さら
に内容のあるやりとりができるようになったこ
とを自覚していたようである。このように、あ
る定型表現を様々な場面で適切に使わせる仕掛
けを施すのもスパイラル学習となり、児童の類
推、気づきを促す。
（3） 文字言語の与え方、読む活動・書く活動へ
の導き方
　子ども達は、外国語活動を通し、英語を「聞
くこと」と「話すこと」に慣れ親しんでいる一
方、中学校で本格的に始まる「読むこと」と「書
くこと」には抵抗を感じることが多いようであ
る。中学校に訪問する際、生徒が英語を好きか
どうか教員に尋ねると、かなりの確率で「嫌い
ですね」と即答される。嫌いな理由としては、
単語の綴りを覚えられないとのいうものが大抵
一番に挙がる。基本文 3 つをノートに書き写す
ことさえ苦痛がるとも聞く。他教科の方がノー
トに写す量は多いが、英語の場合、単語の綴り
を覚えていないため、黒板とノートの間で何度
も視線を往復させ数文字ずつ写すことになり、
手間がかかる。英語以外の全く知らない言語を
書き写す行為を想像すればわかるように、確か
にそれでは文の構造を意識する余裕もなく、無
意味な行為に思われるだろう。中 1 ギャップの
解消には、小中教員の乗り入れ指導など、様々
な対策が試みられているが、文字指導のあり方
の本格的な見直しは不可避である。
　N小学校5・6学年の外国語活動では、ウォー
ムアップのルーティンとして、3 つの活動を行
うが、そのうち文字を使う活動が 2 つ組まれて
いる。まずはアルファベット・ジングルである。
アルファベットの書かれたフラッシュカードを
見せながら、A says a, a, apple.  B says b, b, 
bear. ... と、各文字のアルファベット読みとフォ
ニックス読みをリズムに合わせて練習する。特
に注意が必要な音は、JTE が口の形や息の出
し方を巧みに示しつつ進める。フォニックスの
指導は、現在の中学校で十分に行われていると
はいい難く、上述のような中学生の英語嫌いと
無関係ではない。中学校の教員自身がフォニッ
クスの知識を持ち合わせていない場合が多いこ
とも否定できず、これは英語教員養成課程の問
題点なのだけれども、小学校教員が得意とする
きめ細かな指導は、この分野に特に適している
と思われる。アルファベット・ジングルの先、
つまり複数の文字が並ぶ場合のルールを小学
校・中学校両方の教員養成課程で重視すべきで
ある。
　もう 1 つは、「ぐるぐるチャンツ」という 1
年分の基本表現の音読活動である。音声モデル
や HRT と共に児童が音読する間、HRT は黒
板の基本表現リストを順に指し示し、一通り声
に出し終わると、その日に学習する表現がわか
るように、その位置にマグネットを置く。JTE
も認める通り、もちろんこのリスト全てを児童
が読めるようになることを期待してはいない。
1 年分の基本表現を毎回の授業で繰り返し声に
出し、それを眺めているうちに、何となく記憶
に残るところがあれば良いという考えである。
検証されてはいないが、アルファベットや語単
位での文字言語のみに触れていた場合と比べ、
中学校で文を書くという行為に対して感じる抵
抗は少なくなるかもしれない。
　他に 5 学年では、JTE や HRT の Can you 
point to yellow? など、色の名前を使った問い
かけをし、児童が様々な色のアルファベットを
見ながら、P!、T!と我先に指さす活動があった。
また、好きな色を書くという活動も行った。配
付されるワークシートには I like ________. と
あり、好きな色を書き入れる。色の名前につい
ては、音声のみで与えられ、綴りは知らないで
いるため、日本語で良いことになっているが、
I like buru. と綴りを予想して書き込む児童も
おり、英語で書きたいという姿勢が見えた。
　6 学年の方は、文字言語に触れる機会がより
多くなる。図 1 は、基本表現を示した板書であ
る。
　この表現について、まずは文字を使わず、音
声のみでやりとりをし、「I want to go to」や
「because I want to」の後を入れ替えることに
より、行きたい国と理由を表現できることを学
ぶ。（児童の発話例：I want to go to Finland 
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because I want to see Santa Claus.）その後に
図 1 が提示されたが、やはり一字一句読むこと
を児童に期待するものではなく、書かせること
もない。今回の表現は、従属節を含む長めの複
文のため、板書は主にその構造を視覚的に整理
させる役割を果たしたといえよう。つまり、語
1つ1つの意味や綴りに注目させるのではなく、
意味のかたまりが、どういった順に配置されて
いるかを、児童は耳で聞き、口に出した後、目
で見て確認することができた。
　ある児童は、図 1 の板書を眺めた後、Hi, 
friends! 2（pp.18‒19）を開き、「ん？これ、英
語で言えるぞ」と呟いた。この児童がそれを発
表する機会はなく、どのような表現が思いつい
たのかを確かめることはできなかったが、英語
について何らかの気づきがあったようである。
　文部科学省の「外国語活動実施状況調査」に
よると、中学 1 年生が外国語活動を振り返り、
「もっと学習しておきたかったこと」として回
答したのは、「英語の単語を読むこと（77.9%）」、
「英語の単語を書くこと（81.7％）」、「英文を読
むこと（77.6%）」、「英文を書くこと（78.6%）」
となり、文字中心の活動が音声中心の活動より
約 10 ポイント高い割合となった。小学校のう
ちにもっと単語や文を読んだり書いたりした
かったという子どもが、約 8 割もいるという結
果である。2020 年度以降は外国語活動が中学
年に前倒しされ、小学校での文字指導にこれま
でより余裕が生まれるならば、この実態を改善
することができる。但し、中学校での内容・方
法をそのまま下ろすのではなく、子どもの認知
発達段階に合わせた方策を講じる必要がある。
「教職に関する科目」
学習項目 3．授業実践　イ．授業づくり
（3） ティーム・ティーチングによる指導の在り
方
　今回参観した全ての外国語活動が、ティー
ム・ティーチングによるものであったが、その
構成は小学校ごとに全く異なり、興味深いもの
であった。
　S 小学校では、一応 T1 が ALT、T2 が HRT
ではあるものの、ALT がほぼ全てを仕切って
おり、HRT は最初と最後の挨拶のみを行うた
め、実際はティーム・ティーチングとはいい難
い形態である。この ALT は、非常に円滑に授
業を運営しており、児童も全て英語で行われる
ことにすっかり慣れている。そのこと自体は良
いけれども、教科化されれば、授業を設計し、
実施し、評価をするのは担任教員であるので、
学習指導要領改訂を目前に控え、このスタイル
を継続していくことは得策ではないだろう。
　N 小学校では、T1 が HRT、T2 は外部講師
のJTEである。指導案の作成はJTEが行うが、
教室で授業をコントロールする役割は HRT が
担う。それぞれの TTT（teacher talking time）
は同程度で、HRT も頻繁に英語で児童に語り
かける。例えば、6 学年の授業で、HRT が国
旗を指し、What country is this? と聞くと、児
童は It’s Canada! と答える。このやりとりを何
度も繰り返すが、児童が英語の国名を知らない
場合、JTE が Korea. It’s Korea. と答えてモデ
ルをして見せる。このように、新出表現はまず
JTE がモデルを示し、その後 HRT も児童と共
に使い始める。（ちなみにここで多くの児童が
図 1　Hi, friends! 2 Lesson5 
　　  Let’s go to Italy. の板書
Where do you want to go?
I want to go to  Italy
because
I want to  see ...　.
eat
play
図 2　新出表現（図 1）の意味の配置
【どこに行きたい？】
【行きたい】　　国名　
【理由】
【したい】 　例 1　
　　　 　　例 2　
　　　 　　例 3　
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「It’s カァンコーック !」と「韓国」をいかにも
英語らしく発音して返答した。知らないからと
黙るのではなく、どうにかして相手に答えよう
という積極的な姿勢が見えた。）児童の反応を
見ながら、適宜、指導案修正の判断をするのも
HRT である。行きたい国を尋ね、答える活動
において、because 節を用いて理由も伝えるこ
とは指導案に入っていなかったが、児童の様子
から HRT がその場で判断して導入した。この
ような児童の実態の把握は担任教員だからこ
そ、適切にできるのであろう。
　T 小学校は、T1 が HRT、T2 が併設する中
学校の英語教員、T3 が小学校教員の JTE とい
う 3 名でのティーム・ティーチングであった。
小中の教員が校種を超えて授業に入る、こうし
た乗り入れ授業は、児童生徒の中学校に対する
不安感の軽減、小中教員の他校種への理解促進
などをねらいとし、昨今様々な教科で実践され
ている。学力が向上したとの報告もあり（日吉
2016 ほか）、T 小学校、それと小中一貫教育を
行う併設の中学校も同様で、県全体の平均を上
回っている。
　今回の外国語活動は、HRT が T1 となって
授業を進行する。T2 と T3 の主な役割は、英
語のモデルを示すことと、児童による英語での
コミュニケーションの取り方について評価や助
言をすることにある。さらにT2の中学教員は、
授業終盤の振り返りで、今回の学習内容に続く
中学校での学習内容を紹介する。具体的には、
Go straight. Turn right. から Go straight and 
turn right at the second corner. へと、より詳
しく説明できるようになるというものであっ
た。児童は、中学 2 年になった時、おそらくこ
の教員からその内容を習うことになる。その際、
この日の外国語活動を思い出すことができれ
ば、中学校での内容も理解がしやすくなること
だろう。
　外国語活動での乗り入れ指導の利点は多い。
児童が中学校への不安感を軽減し、期待を高め
るといった児童側の利点だけではなく、小学校
教員が英語力に不安がある場合、中学校教員の
存在が心強いという教員側の利点もあるよう
だ。ただ今回の授業では、中学校教員が英語を
使って見せる場面は決して多くなく、上述した
振り返りの時間を除くと、乗り入れ授業だから
こそできたことは何だったのか、必ずしも明確
ではなかった。また、当校の学力が高いのは先
に触れた通りだが、外国語（英語）が好きかと
いう意識調査の問いによれば、小学校 5 年生の
91% が肯定的なのに対し、5 年生から外国語活
動を中学校教員の乗り入れ授業で体験してきた
中学校 2 年生の方では、それが 52％ に下がっ
ており、中 1 ギャップがまだ解消されていない
ことが伺える。これには複数の要因が存在する
と思われるが、他の中学校の教員によると、外
国語活動で扱う英語表現を覚えているのは上位
の生徒に限られ、全体的に定着度が低いという。
このことを考え合わせると、教員のみならず、
Hi, friends! などの教材も中学校に乗り入れ、
スパイラルな学習を行う方法も、円滑な小中接
続の一策としてあり得るのではないだろうか。
　やや話が逸れたが、小中の教員による乗り入
れ指導は、どの教科においても、他校種の教員
の授業スタイルや教科書の内容について発見が
多いようである。筆者は中学校の数学科、理科、
体育科の教員から話を聞く機会を得たが、どの
教員も最初は小学校教員の指導の丁寧さに驚
き、中学校で授業をする上での参考にしている
とのことであった。大学でも、志望校種の異な
る学生同士が互いの模擬授業を見た後、同様の
感想が出る。教員養成の段階においても、他校
種の交流は、指導方法や教材などを学ぶ良い契
機となる。
Ⅳ．今後の小学校英語教育と教員養成
　次期学習指導要領に関する中央教育審議会教
育課程企画特別部会の資料によると、小学校中
学年での外国語活動は、音声を中心にコミュニ
ケーション能力の素地を養うこと、教科型の高
学年では、「聞く」「話す」に加え､「読む」「書
く」ことへの態度の育成も含め、コミュニケー
ション能力の基礎を養うことが、それぞれの目
標として提案されている。コミュニケーション
能力の素地とは、積極的に人と関わろうとする
紀要34.indb   74 17/03/27   13:39
盛岡大学紀要　第 34 号
― 75 ―
態度だとすると、何らかのアウトプットをしよ
うとすることともいえる。このアウトプットに
至るまでには、上述のように大量の理解可能な
インプットがまず必要で、これが素地作りには
不可欠ということになる。従来の中学校、高等
学校の英語教育が期待するほどの成果を上げて
いないのも、このインプット量不足が一因であ
ろう。中高 6 年間の検定教科書で生徒が読む総
単語量は、一般的なペーパーバック 1 冊の半分
に し か な ら な い と い う 報 告 も あ る（ 水
野 2010）。小学校では、アウトプットを強制さ
れず、安心してインプットを受けられる活動を
通し、トップダウンで英語の意味を推測し、捉
えようとする体験を重ねることが重要である。
文法に関しては、暗示的指導に留める。文法の
明示的指導を行い、ボトムアップ式に意味を捉
えさせるのは、認知能力の発達する中学校段階
まで待つべきで、現在の中学校での指導法を小
学校へ前倒ししないことにも注意したい。
　依然、小学校外国語活動は ALT、専科教員、
外部講師が授業をすれば良いとの意見もある。
一方で、今回も児童の実態把握の面などで観察
されたように、担任教員が授業をする意義も認
識されている。担任が中心となって外国語活動
を実施する学校では、児童の外国語活動への興
味が非常に高い傾向にあることも明らかになっ
ている（金森 2014）。2016 年、筆者はイギリス
の児童英語教育集中講座に参加したのだが、日
本の小学校教員達は、児童向けのチャンツを各
自創作し、全身を使って教えることに非常に長
けていた。小学校教員は、全科を指導するだけ
あって多様なスキルを保持しており、英語力さ
えあれば、外国語の授業を行う基盤は十分に備
えている。また、T 小学校では、外国語活動と
総合的な学習の時間が統合されていた。提案さ
れながらも中学校ではなかなか実現の難しい
CLIL（Content and Language Integrated 
Learning、内容言語統合型学習）の授業が、
実施しやすいことも担任教員が教える利点であ
る。
　伊東（2014）は、フィンランドの教員養成シ
ステムを参考に、2 つのルートから小学校英語
担当教員になれるシステムを提案している（図
3）。小学校教員養成課程が児童教育を万遍なく
カバーする児童教育ジェネリスト（横のジェネ
ラリスト）を養成する。その一方、英語教員養
成課程では、小・中・高のどの校種でも英語を
教えることのできる教科ジェネラリスト（縦の
ジェネラリスト）を育成する。
　現在の日本のシステムでは、原則として、小
学校で教えるには小学校の教員免許状が必要で
あるが、伊東の案は、フィンランド同様、教科
図 3　2種類のジェネラリストの育成（伊東 2014：142）
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（英語）専門科目と教職科目を履修すれば、ど
の校種でも指導できるようにするというもので
ある。日本国内に中学校・高等学校の英語教員
養成課程を持つ大学が多いことを考えると、小
学校でも優秀な英語教員が多数確保できるよう
になるという。伊東自身も認めるように、この
システムの実現には、免許法改正から始まり、
多くの壁がある。しかし、特に当面の人材を確
保したい場合、検討の価値はありそうである。
　盛岡大学の場合、小学校と中学校英語科の 2
つの教員免許状を併せて取得することができる
（所属学科により小 1 種と中英 2 種、もしくは
中英 1 種と小 2 種を取得する）。さらに児童英
語教員養成課程では、この 2 つの免許状を取得
するだけではなく、より高い英語力と、児童向
けの英語教育に関する専門的知識・技術を備え
た教員を育成する。図 3 にあてはめるなら、小
学校が主専攻の学生は、伊東がいうところの児
童教育ジェネラリスト、中高英語が主専攻の学
生は、教科（英語科）ジェネラリストとなり、
軸足を置く位置が 2 種類に分かれるが、守備範
囲は双方共に広い。学生の軸足がどちらにある
かにより得意分野が異なるため、今後は所属が
異なる学生同士が学び合う場を増やすことと、
得意分野をより伸ばすべく、学生の実状に合っ
た指導の在り方を探究したい。また、コア・カ
リキュラム試案の内容は本課程に殆ど含まれて
いるが、大学の裁量で扱うことが望ましいとさ
れている項目のうち、小学校の外国語活動・教
科外国語の現状や実践事例に触れる機会を設け
る点については、今後外部の協力を得つつさら
に整備すべき課題であり、現職教員の講話、授
業参観、ティーム・ティーチングを体験する教
育ボランティアなどが可能と思われる。
　小学校の英語教育改革と小中接続は、日本の
英語教育の大きな関心事であり、この分野に強
い人材の育成はまさに急務である。児童英語教
員養成課程は、その現場の期待に応えるべく設
置されたばかりである。引き続き小学校英語の
動向を注視し、専門的な知識と実践力を備えた
人材の育成に努めたい。
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